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建築

BIM
(設計・施工・

維持管理・

運用）

① 設計施工一貫方式におけるBIMの

ワークフロー（最終改訂2024.6）

▷設計段階における設計者と施工

者の共創（例）

設計

BIM

⚫ 設計BIMモデルガイド（2024.6）

施工

BIM

⚫ 施工BIMのスタイル（2021.3）

② 施工BIMの活用ガイド（第4版：

 2026.3に公開予定）

③ 鉄骨工事における設計者と施工者の

 共創（例）（2026.3に公開予定）

④ 設備工事における設計者と施工者の

 共創（例） （2026.6に公開予定）

人材

教育

⑤ 日建連BIMセミナー（2025.6）

⚫ 施工BIMのインパクト（2025.12）

⑥  日建連会員企業BIM動向調査

（2025年度）

⚫ 施工BIM事例集2026（2026年度に

公開予定）

はじめに｜日建連の建築BIMロードマップ
⽇建連の建築BIM｜定着に向けたロードマップ（2021年6月）

目標 ▷ 2025年：業務スタイルの確⽴｜2030年：業務スタイルの定着

主な成果物（公開日）定着に向けたロードマップ 文字は今回のご紹介内容

▲ ⽇建連のロードマップ

2025 2030

全般・共通分野

設計分野

設計・施工間

施工分野

維持管理・運用分野

人材育成・教育分野
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① 設計段階｜設計者と施工者の共創（例）
設計段階で設計者と施工者がBIMデータを連携するプロジェクトが増えています。一方でプロジェクトの特性

により多様なワークフローが存在しているのも事実です。そのため、今回はその一例を示すことにしました。

プロジェクトの特性に合わせて「BEP」を作成し、お互いが作業前に合意しておくことが肝要

▲ 設計施工一貫方式におけるBIMワークフロー（素案）▲フロントローディングのワークフロー

図版出典（左）：フロントローディングの手引き2019、⽇本建設業連合会、2019.7

図版出典（右）：設計施工一貫方式におけるBIMワークフロー（第４版）素案、⽇本建設業連合会建築BIM合同会議、2025.11

公開予定：2026年6月

※⽇建連BIM部会HP
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② 24項目のBIM活用レシピを体系化
BIMの効果を今以上に享受するには「作成」したデータを「活用」することが望まれます。生産現場での「活

用」により、ノンBIMユーザーを含めた効果が期待できます。そのような視点から（第4版）をまとめています。

BIM「作成」するだけでなく、「作成」したデータを「活用」することにも触れる

▲ 増補版（第3版）2025.6公開 ▲ （第2版）2022.12公開

＋ 第4版＝
【第4版の主な内容】

◎ （第2版）で掲載した内容を

最新情報にアップデート

◎ （第3版）と（第2版）の活用

レシピを統合

公開予定：2026年3月

※⽇建連BIM部会HP
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③ 鉄骨工事｜設計者と施工者の共創（例）
①の解説で示した設計者と施工者が共創するワークフローに準拠して、鉄骨工事を題材としたワークフローを

検討中です。ワークフローの中では、どのような生産情報がどのタイミングで確定すべきかも示します。

鉄骨工事におけるワークフローを整理｜設計施工一貫方式を前提

▲ 設計施工一貫方式におけるBIMワークフロー（鉄骨工事の場合）

設計者と施工者の共創（例）に準
拠した鉄骨専門工事会社とのワー
クフロー（例）

【ポイント】

◎ どのタイミングで確定した生産情報

を連携するのかを例示

◎ プロジェクトの特性に合わせて

「BEP]を作成し、作業前に関係者

間で合意をすることが重要

◎ 他工種との調整（すりあわせ）も同

時進行であることが望まれる

公開予定：2026年3月

※⽇建連BIM部会HP
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④ 設備工事｜設計者と施工者の共創（例）
「BIMによる設計部門と施工部門の共創（例）」のワークフローに準拠して、設備設計/施工、建築/構造/設備

間のワークフローを整理した上で、データ連携のポイントなどをまとめる予定です。

設備部門のワークフロー｜設備部門においてもワークフロー（例）を提示

公開予定：2026年6月

※⽇建連BIM部会HP

▲ 設計施工一貫方式におけるBIMワークフロー（設備部門の例）

▲ 設計施工一貫方式におけるBIMワークフロー（設計３部門のワークフローの例）

ワークフローは2種類提示

◎ 設備部門から見た設計部門と施工部門の共創

（例）

◎ 設備部門から見た設計３部門（意匠・構造・

設備）の共創（例）

ワークフローの視点（案）

◎ 設備モデルのあり方検討

◎ 設計/施工間のデータ連携のポイントと課題

◎ 設備設計/施工、建築/構造/設備間のワーク

フローとデータ連携（案）

◎ 設備のLOD/LOIについての検討
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⑤ 日建連BIMセミナー2025｜事例発表会
BIM部会に参加している企業の事例発表会を開催しました（今回で4回目になります）。多くの参加者から

「参考になった」と感想をいただきました。今後もみなさまのご意見を踏まえながら情報発信を進めます。

今年度は「施工BIMのスタイル2024」に掲載された各社の事例を説明

開催日時：2025年6月27⽇（金）

開催内容：BIM部会参加19社の事

例発表

参加者 ：1,161名

▲ 登壇者による発表・パネルディスカッションの状況

◎ 参加者の約94％が「参考になった」と回答

▲ 発表した事例が掲載された事例集2024

▲ 参加者によるアンケート結果（部分）

◎良かった点

• 実例を元に定期的にこのような活用事例を共有いただけることは大変意義

があることかと思います。課題解決の一助になりました。

• 発表スライドが統一されていたので、各社それぞれの事例を発表していて

も一定の観点から比較ができるセミナーとなっていたので大変参考になり

ました。

◎その他の感想

• BIM 導入を考えてはいますが、中小も含めた建設業全般にもう少し広く浸

透すると導入しやすくなると思いました。

• 専門工事会社との BIM 連携ができるように業界全体で取り組むべきだと感

じました。

• 設計段階で BIM 案件ではなくても施工段階で BIM を実施するケースもあ

るため、請負時の BIM 契約を明白にして頂きたい。
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⑥ 日建連会員企業｜BIM動向調査
⽇建連会員企業（建築本部および本部直下の委員会参加）の動向を隔年で調査・分析を進めています。取り組

みは進んでいるものの限られたプロジェクトでの適用に留まっていることも明らかになっています。

日建連会員企業（建築系）におけるBIMの取り組み推移

▲ 建築生産委員会に参加している企業のBIMの取り組み割合※

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2010 2012 2014 2016 2018 2020 2022 2024 2026 2028 2030

萌芽期 BIMの推進 業務スタイルの定着

日本で初めて
「施工BIM＞
を提唱（2014）

今回の定点観測

「施工BIM＞の入門
ガイド公開（2016）

「日建連BIMワーク
フロー＞
設計BIM＋
施工BIM
（2022）

BIM部会設置
（2010.4）

建築BIM合同会議設置
（2021.8）

設置時はIT推進部会
傘下のBIM専門部会
（2021年4月に昇格）

次のステージを見据える必要がある
▷ BIMを中心とした業務スタイルの定着
▷ BIMデータを作成することから正確な

BIMデータを次工程に渡すことがポイン
トになる

BIMの推進は一定の成果
▷ 部分最適の適用（可視化）
▷ BIMデータは作成できる

業務スタイルの確立

建築BIM推進会議
＠国交省（2019.6）

BIM専門部会をBIM部会（2021.4）
設計BIM専門部会設置（2021.4）

※ 取組みの割合：BIM部会の調査年：2016年、2018年、2021年、2023年｜その他の年：前後の割合を踏まえた推測値

調査の際に未回答の企業は取組みをしていないとして集計した

2021 2023

「設計BIMモ
デルガイド＞
（2024）

2025

公開予定：2026年6月
※⽇建連BIM部会HP

社会情勢の影響？
▷ 2018年働き方改革関連法案
▷ 2020年1月～2023年5月 コロナ感染対策
▷ 2021年東京オリンピック
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参考｜建築BIM環境整備部会との連携
「ガイドライン改訂WG」（2025年度設置）に参加しています。⽇建連では積み残し課題を先行して検討を進

めており、いままでの成果物などを参照していただきました。今後も課題解決に向けた活動を進めます。

ガイドライン改訂WGに参画し、日建連成果物に準拠した意見を発信しています

▲ ガイドライン改定方針に⽇建連の活動成果が参照されている（部分）

◎ 今後も建築BIM推進会議などと足並みを揃え、⽇建連の成果物にも反映し連携をすすめます
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おわりに｜今後の展開
2026年度は、今年度に公開されるビジョンやガイドラインの方向性を含めて、ターニングポイントになる年

度と考えています。次世代に向けて討議を進めることができるように改訂作業や活動体制を整えていきます。

2025年度の主な活動

日建連BIMロードマップと「長期ビジョン2.0」や国交省「BIMガイドライン」との整合性確保

▲ ⽇建連の長期ビジョン2.0▲ BIMロードマップ

◎ ⽇建連が改訂した「長期ビジョン2.0」や「生産

性推進要綱2.0」などとの整合性性を確保した

「⽇建連BIMロードマップ」の見直し

◎ 国交省BIMガイドライン（第3版）との整合性を

確保した「設計施工一貫方式におけるBIMワー

クフロー」の見直し

◎ 「⽇建連BIMセミナー2025」において会員企業19社の事例発表会開催（2025年6月）

◎ 「施工BIMの活用ガイド」（第4版）の制作・公開（2026年3月予定）

◎ 「設計施工一貫方式におけるBIMワークフロー 鉄骨工事編」の制作・公開（2026年3月予定）

◎ 「設計施工一貫方式におけるBIMワークフロー」（第4版）のフロントローディング項目を加筆・修正

（2026年6月公開予定）

◎ ⽇建連会員企業における「BIM動向調査」（隔年）（2026年6月公開予定）
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各種資料の入手先｜日建連 - BIM部会HP
▲ BIM部会
（⽇建連HP）

▲ ロードマップ

▲ BIMモデル承認（鉄骨FAB）

▲ BIM実態調査2023

▲ 設計BIMモデルガイド

▲ 設計施工一貫方式における
BIMワークフロー

▲ 施工BIMの活用ガイド

▲ EIR/BEP
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